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抄録：食道胃接合部を支配する迷走神経の起始細胞の脳幹内分布をhorsaradishperoxidase

(ＨＲＰ）の逆行性軸策輸送法を用いて同定した．Wistar系雄性ラットの食道胃接合部に３０％

ＨＲＰ２ﾉα/を注入し４８時間後に脳幹内標識細胞を同定した．標識細胞は延髄の疑核および迷走

神経背側核にほぼ均等に認められた．比較のために，ＨＲＰを腹部食道壁および胃壁に注入し

た．標識細胞は前者では疑核に，後者では迷走神経背側核にのみ認められた．以上の成績より，

食道胃接合部は食道･胃と異なり二つの神経核から同時に神経支配を受ける特徴が認められた．

この神経解剖学的特徴は，食道胃接合部を支配する迷走神経系の異常がその成因と考えられて

いるアカラシアの病態を知る上に参考となる．

（自律神経，２８：471～475,1991）

緒言

食道胃接合部は持続的な収縮によって，胃食道逆流

を防ぎ，食物が通過する際には弛緩するといった合目

的な機能を備えていることが知られている2)．この食

道胃接合部の機能の調節には，多数の液性因子ととも

に迷走神経支配が関与すると報告されている5)'3)．

一方，食道・胃を支配する迷走神経の起始細胞が延

髄の迷走神経背側核および疑核に存在することが知ら

れているものの4)6)'0)，食道胃接合部を支配する迷走神

経の起始細胞の脳幹内分布が，食道および胃とで差異

が認められるか否かについては明らかにされていな

い．

臨床的には，食道胃接合部の機能障害はアカラシア

の主要病態の一つであり，その成因として迷走神経系

に異常があることは古くから推定されている．した

がって，この食道胃接合部の神経支配の特徴を明らか

にすることは，アカラシアの成因を考える上で非常に
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興味深い．

そこで本研究では，食道胃接合部を支配する迷走神

経の起始細胞の脳幹内分布をhorseradishperoxidase

(ＨＲＰ）の逆行性軸索輸送を利用し神経解剖学的に検

討した．

方法

実験にはウイスター系雄性ラット（200～２５０９)を用

いた．

ラットにエーテルを吸入させて麻酔した後，腹部を

正中切開し，生理食塩水に溶解した３０％ＨＲＰ（grade

l-C，Toyobo)溶液〃/をマイクロシリンジを用いて

消化管各部位に注入した．注入部位は，①食道胃接合

部より１０ｍｍ口側の食道壁（n＝3)，②食道胃接合部

(n＝3)，③食道胃接合部より１０ｍｍ１１工門側の小蛮側

胃壁(n＝3）とした．ＨＲＰ注入直後，注入部位にワセ

リンを塗布し腹腔内への漏出を防いだ．ＨＲＰ注入４８

時間後にラットをpentobarbital(50ｍｇ/kg)で深麻酔

し,左心室経由で既報'０)に従って潅流固定した.潅流固

定後，腹部食道･胃と脳幹を取り出し，３０％scuroseを

加えた燐酸緩衝液中に２４時間（４℃）保存した．注入










